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妙な予感
まさか、このよ うな ことになるとは思わなかった。 ことの起 こりは、数
年前に遡 る。それは私が参考室 に残 してきた、一枚の参考質商表 にある。
「プ ロフェッシ ョナル とエ キスパー ト、スペ シャ リス トの意 味の違いを調
べて欲 しい」 と … 。今に して思い起こせ ばいや な予感 があった。 ことば
の本来の意味 を探す だけでよいのか。質問依頼者 の意図は、… それは口
に出す ほどに息苦 しく感 じられ る言葉 、 「図書館専門職」。語源の解説 を
してもしかたがない。参考係 ならば、す ぐにでもあたって調べなければな
らない典拠資料 ・OEDも 素通 りした。私たちの頭 のなかで、打てば太鼓
のよ うに響きわた るイメージを大事に した らど うなるのか。そ う考 えてみ
て も、どれ もこれ も 「専門」 とい うことばか らは一歩 も前へ進 めない。似
たもの同士の ようにみえて も、おそ らくは素材が違 うのであろ う。 どのよ
うに料理すれば うまい味になるのか。図書館 の中でも語学に疎い部類には
いる私は、はたと困って しまった。 明確 な回答 もせず して、3年 前にす ご
す ごと、後味の悪い思いを して参考係をや めた。 もうちょっと前に参考質
問を して くれたな らば、前任者で英語に卓越 した才能をもった先輩がいた
のに、 と悔やみ もした。 この参考質問を して くれ た、いまは もう図書館を
去って しまった某先輩の ことを、ときお り思い出 しては、ちょっとだけ文
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献 にあたってみ たこともあった。
外の世界では
会社経営におけるスペシャリス トの世界では、専門職種として、技術系
の専門灘 と業務系の専門樋 があり・技術系につv'ては図書館でも最近
システム開発 ・管理系の職種が定着 しているので、理解の範疇には入って
いた。 しかし業務系については、経理、税務、法務、購買、物流、営業、
企画などの専門的職種の中に、図書館司書を加えるにはどことなくためら
いがあった。滝しかに、スペシャリス トとして学問の主題知識を業務に生
かす館員はいるが、業務系の企画スタッフとして、特定の専門的分野の立
場から管理者を補佐する館員がいるのかどうか、本学独自の職格である副
参事、あるいはそれ以外の者が、専門能力を認められて、職位に基づいて
管理者を補佐 しているのかどうか、私の目では判 らなか弓たからである。
大学図書館では
図書館員、とりわけ大学図書館員であるためには通例、いくつかの資質
が求められる。まずは資格であるが、司書資格の履修課程というのは公共
図書館員の育成を念頭においたものであり、大学図書館員が専門的業務を
遂行するには、この講座内容だけでは不十分であると思われる。近年流行
ゐ、情報LITERACY(利 活用能力)を 加えたとしても、大学図書館員の
資質としては十分とはいえない。偉そ うないいまわしで恐縮ではあるが、
私流にひとことで表す と、学術情報を高度に使いこなせる、あるいは上手
に利活用できる資質、これが大学図書館員の理想とする姿ではなかろう
　 じ
か。学部において王題分野に関す る知識を学び、大学院にて図書館 ・情報
学を修めた者が、サービス現場の感覚を養いながら知識をさらに酒養 して
実践していくのが大学図書館員に相応 しいのかもしれない。 しかし、あり
もしないこのようなケースを引き合いにだして、何の意味があるのであろ
うか。
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理想と現実
研究分野に関する主題知識 、図書館 ・情報学の知識、書誌活用能力、国際
的に通用す る語学力、情報利活用能力、利用者対応 コミュニケー シ ョン能
力。 これ らはすべて一つの 目的に導 く 「道具箱」である。元来、図書館員
　
が書物を終極の対象 とす るのではな く、利用者 とい う 「人」を対象と した
奉仕活動 を行 う者であるな らば、プロのエキスパー トあるいはスペシャリ
ス トとは、己が道具箱の中か ら熟達 した 「道具類」を取 り出 して、利用者
の 目の前 において繰 り広げてい くナ ビゲーターの役割を演ず る者である。
ではプロフェッシ ョナルにな るには どうした らよいか。わが大学の図書館
職員はすべて一L般事務職 である。図書館 司書職 とい うのはない。司書資格
を修得 したか らとい って図書館のプロフェッシ ョナル と呼ばれ ることもな
い。司書資格がなくとも図書館で経験(experience)を 積んでエキスパー ト
となり、ある分野のスペシャリス トとなることもできる。 これが実態であ
る。だか ら考えて も無意味のよ うな気が して、考えた くはなかった。 この
よ うな 「道具類」を羅列 した ところで、専門職 も、プロフェッシ ョナル も、
エキスパー トも、そ してスペシャ リス トも、言葉遊びのよ うで、つ まらな
く思えてきた。そ して時間がたつにつれ て、参考室に置 き忘れてきた"贈
り物"も 、いつのまにか忘れて しまっていた。
ハ プニ ングが起 こった
ところがある 日、とんでもない ものに出会った。装備 中の新刊図書の中
に気にな る背表紙が あった。 「図書館員のた めの生涯学習概 論/朝 比奈大
作著JLA1998」 。 生涯学習 とい う言葉 にちょっと導かれてページをめく
　
ると、あったあった。夢から覚めて、す ぐさま参考室めがけて走 りだ した.
探すは数年前の参考質問表。忘れ物をや っと取 り出 し、答えになる部分の
コピーを添 えて、質問者である某先輩に送 った。 その24章 「生涯学習時
代の図書館員の資質」には、専門職(profession)と しての司書、専門家
(expert)と しての図書館員、主題専門家(subjectspecialist)と しての図
書館員、とい う項 目が1琴ぼ3ペ ージにわたって書かれていた。professional
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とは専門職者であり、図書館員(司 書)は これに もつともふさわ しい職で
あるとい うこと、ただ し単なる専門家の ことではないとい うこと。そ うい
えば参考係 に、ある学問分野の専門家(ス ペシャ リス ト)を 配置 してはど
うかとい う話があったが、図書館が この話 に乗 っていかなかったわけ とい
うものがや っと呑み込めた。
プ ロフ ェッシ ョナル とは
この本文か ら引用すると、"た だ し、間違 えないでほ しい。専門職者 と
は単な る専門家の ことではない。古典的な意味では、専門職 とは聖職、医
師、弁護士の三つの職業に限って用い られ ることばであった。professと
は もともと(自 己の信仰 を)告 白す るとい う意味 のことばであ り、現在
では広 く、主張す る、明言す るなどとい う意味で用い られている。だか ら
professす る者がprofessor(教 授)で あ り、大学教授は研究者 として 「私
は こう思 う」 とい うことを公言すべき職 である。 これに対 してprofessを
受ける者 がprofessionユ で あり、その職業がprof〔捻sionと 呼ばれるもので
ある。間違えないでほ しい と言ったのはこの点である。専門職者 とはまず
何をおいても、不特定多数の人の さまざまな、〈悩み〉を打ち明け られ、
それ を聞き取って相談にの り、その うえで 自らの専門的立場か らの適 切な
助言 を与え、〈その人 〉の悩みの解決のために全力を尽 くす ことを自らの
使命 とす る職業人なのである。"こ の一文を読んで、私は司書 とい うもの
を見直す気になった。
スター トラインに立 って
私は誤解 していたのかもしれない。それは、図書館員が司書資格を得る
ことが容易であるがゆえの誤解であったと思 う。司書資格ぐらいで専門職
といえるのか と。だがその思いはわずかながら薄れかけている。司書の
範疇と図書館員の範疇は違 う。司書はプロフェッショナルであるがゆえに
エキスパー トを目指す宿命を背負っているのにたいして、他の図書館員は
一般事務職 としてエキスパー トを目指す存在である。だから司書資格は
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図書館 のプロフェッシ ョナル として生 きてい こうとす る決意、たとえれば
ほんの一里塚 にすぎない といえ る。 埃にまみれた長い道の りを走 りぬく、
スター トライ ンに立ったと思 えばよい。そ して司書のほ うが常に リー ドし
てゴールラインを駆け抜 けて欲 しい。それには勇気をだ して、専門職者に
求 め られ る第一の条件を クリアすることが大事である。 それはおそ らく、
人格者 になるための教養 を身につけ、学問を志 し、来館 した利用者 ・学習
者 と上手 にコミュニケーシ ョンがとれるよ うに、努力することで あろ う。
専門職者(司 書)は 、努力家であって欲 しい。そ してゆくゆくは図書館業
務 ・サービスの全容 を理解 し、経験を生か して利用者に対 して図書館 の総
合的な案 内、ガイ ダンス、 レファレンスができるよ うになって欲 しい。新
入生オ リエンテーシ ョンの舞台で、図書館に足をは こぶ楽 しさを、図書館
のプ ロであるがゆえに、身をもって演 じるのがよい。
エキスパー トとは
図書館のプロを自認するならば、それは図書館 ・情報学のエキスパー ト
であるということである。本文からさらに引用すると、"医師にとっての
医学、弁護士にとっての法律学に相当するものが司書にとっての図書館学
である。図書館学の中核をなすものは図書館資料についての研究である。
〔中略〕いずれにせよ、図書館員は資料と情報とに関する広範な専門的知
識を持っていなければならない。あらゆる分野における資料について、そ
の生産と流通と利用のされ方の全体を知っていなければならない。"気が
重くなる言葉である。司書講習を一年あまり毎晩のように受けたとはい
え、それは受講者であり、学習者であっただけのこと。図書館学を専攻す
る学究者であったわけでは決 してなかった。
砂の城
図書館のエキスパー トになるとは、図書館"業 務"に 熟達す ることであ
り、図書館学のエキスパご トになるなどとは、夢にも思ってはいなかった。
だか ら図書館業務に関わる周辺領域を意識的に学習 して きたつ も りであ
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る。そこでやってきたことといえば、図書分類法 ・目録法の勉強,わ ずか
なが らの参考調査法の閲読。そのための外国語の学習であった。資料組織
法を学問的に研究して論文を発表することなど、現場の図書館司書の仕事
ではないと思っていた。この一文を読んでいくうちに寂 しさがこみあげて
きた。二十数年にわたって築き上げてきた城が、砂の城でしがなかったの
かと。いまさらもう後戻りはできまい。中国の図書館から受け入れた図書
館研修生が、図書館学の論文を書いて専門誌に発表しているという。何の
　
ために書くのだろうか。エキスパー トになるために書くのであろうか。教
育学が教育現場を実践の場とする学問であるのと同様に、図書館 ・情報学
は図書館現場のためにある学問である。だか ら、図書館司書は"学"を 意
識するのであろうか。
図書館が輝 くとき
図書館には明暗が ある。図書館サー ビスカ ウンターが"明"で あるな ら
ば、中央図書館地下3階 の地中深 く埋 まった所は、"暗"の 部分である。太
陽の光のない空間に、本はぎっしりと、せめぎあいなが らたたずんでい る。
私たちは本 の声を聞きなが ら、せ っせ と書架 の整備をお こなっている。書
庫出納サー ビス業務 の合間です ら、時間のある時 には書架の移動、本の棲
み分け、目録 カー ドの在分 け、図書の背 ラベル打 ち。砧 を打つ ように しん
しん とラベル打ちの音がする。そ してサー ビスカウンターか らけたたま し
く落ちて くる図書請求票の音に、利用者の存在を意識す る。点 と点を結ぶ
行為。それは、専任職員であろ うとなかろ うと、司書 として図書館で生活
の糧 を得てい る者が、等 しく体験 し、経験(experience)を 積んでいかな
ければな らない営みである。書庫内で誰一人惰眠 をむ さぼ る者はいない。
そ して この営みの果てに芽生えて くるものが、図書館業務のエキスパー ト
と しての自覚 である。本は物ではない。 命が あり、その背 には顔がある。
浄瑠璃の書架分類に配架 されてい る薄汚れた和装本。普段は誰 も見向きも
しない本である。 ある時、学生を案内 して書庫内 ツアーを した時に、引率
の教授が立ち止まって一冊の本 を開いた。 「この朱 の書き込みは、音楽で
いえば楽譜のスコアー にあた るものだ よ … 。」私は知 らなかった。知 ら
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ないことだらけである。だからこの時から、知った顔をして、図書館のこ
とをお話するのが億劫になった。そしてよけいに書庫業務をありがたいと
思 うようになった。それは書庫業務を通じて、図書館資料を知ること。 日
の当たる図書整理業務だけでは図書館全体の資料像を把握することはでき
ない。 ときには請求票のガツーンという音にプライ ドを傷つけられそうに
灘 雛1;謙輪講讃よ懸趨魏灘響稀 潔
その ことを強 く感 じる。
スペシャ リス トとは
プロフェッシ ョナルもエキスパー トも、私の抱いていた思い とは、ど う
や ら違っていたよ うである。な らば気を取 り直 して、スペシャリス トに光
明を見いだせ るのでは と、さらに主題専門家(subjectspecialist)と 題 し
た次の文章を読んでみた。"医 師や弁護士にも 、広範な全体的知識の上に、
それぞれ 自分の専門 とする特定のく科〉があるよ うに、図書館員 もそれぞ
れ 自分の専門 とす る主題分野 を持つべきである。 〔中略〕アメ リカにおい
ては4年 制 の大学を卒業 した後 に、いわゆる大学院 コースで図書館学を
学ぶのが通例になってい る。"こ こでい う主題分野 とはあき らかに学問分
野のことである。業務の分野ではない。なるほどとはいえ、私の描いてい
たイメージとはまるで違っていた。話は飛躍す るが、生涯学習時代に生き
る図書館員の必須条件 では、図書館員 自身がある学問分野の"理 解者"で
あ り、業務に習熟 しなが ら学問についても研鎭をか さねなさいとい うこと
である。学問分野か どうかはわか らないが、本学 図書館員の中にも主題分
野をもつ者 は複数いる。大学院で博 士前期課程 を修了 した ものは、図書館
学専攻のエキスパー トではないが、ある主題分野のスペ シャ リス トといえ
る。歴 史学、地理学、経営学、文学、教育学、 このほかに漢籍、古文書、
書誌 ・書 目 ・解題編纂 とい うのも りっぱな専門分野である。
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スペシャルとジェネラル
外国語会話能力があるとい うのは、おそ らくスペ シャル の領域に入 らな
いであろ う。 スペシャル(特 別)の 反意語はジェネラル(全 般)で あ り、
この2語 の境界領域 は流動的である。公認の外国語検定で最上級か これ
に次 ぐレベルに達 して、やっとスペシャルか といえそ うになるが、で もな
ん とな く言い澱んで しまう。それは国境があってないよ うな、ヨーロッパ
の言語事情 を見聞 きしてい るか らである。二言言副芽用な ど、彼の地では珍
しい ことではない。周囲が外国語 に堪能な者で埋まれば、スペシャルなど
とはいえない。 しか し、外国語文学や言語学に精通するのは、学問分野で
あるか らして、きわめてスペ シャルなことで ある。 ところで、ジェネラ リ
ス トはともか くと して、スペ シャ リス トへの道 とい うのは、気がついたと
きには場合 によっては もう遅いよ うな気がす る。それ はス ピー ドスケー ト
の500メ ー トルのスペ シャ リス トが、 あるいは陸上の100メ ー トル ラン
ナーが、いかに長距離 を目指そ うとも、体がすでに短距離向きにできてい
るの と同 じことである。生来不向きの分野でスペシャリス トを志すのでは
な く、 「私は どこか ら来たのか、私は何なあか」 とい う命題を背負って生
きてい くことである。
生きるも死ぬも
英会話や 中国語会話 を身につけて図書館業務 に生かす道 は、お そ らく
エキスパー トに通 じる道である。expertと は文字 どお り図抜けてい るこ
と。他者 と比較 して卓越 していることを指洗 英会話 を身につけて図書館
関係 の コミュニケー シ ョンが とれ ること。それは絶対的な ことである。だ
から図書館 司書はまず、エキスパー トを 目指すほ うがよい。わが図書館 に
エキスパー トがい るのかいないのか、 ここではまだ言えない。 しか しス
ペシャ リス トはいると断言できる。アメルカ流のスペ シャリス トではなく
て、和製スペシャリス トな らばの話 である。 これは客観的事実である。だ
が、ちょっと待てよ。わが大学図書館に このスペシャ リス トたちが生き生
きと活躍できる受け皿があるのであろ うか。大学院 で究めた ことが らが、
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業務やサービス現場で生かされているのであろうか。
図書館の宝物
本学図書館の司書は努力家である。何人ものひとが、図書館業務に関わ
る専門分野の研鎭に、身銭をきって勤 しんでいる。まだ2才 になったばか
りの幼い子を残 して、朝早い通勤電車のなかで、ラテン語の文法書をひも
とき、始業前までの1時 間ものあいだ、事務机に座って学習 している若い
図書館員の姿を毎日みていると、胸にじ一んとくるものがある。人に言わ
れて始めたことではない。ましてや地位や名誉のためでもない。始業前の
ひとときを学習時間に費やすのは、考えに考えた末のことである。どうず
れば勉強する時間を捻出することができるのか。その気持ちを支えてい
るのは、人格者になるための強い意思である。自学自習のこころ。それは
本学に脈々と流れる、尊い宝である。私はこれ ら、勉強家の人々を後輩に
もったことを誇 りに思 う。そして未来に向けてこの力を受け継いでいかな
ければならないとも思 う。
卵を選ぶ
駝鳥の卵、鶏 の卵、 うず らの卵。一 目みれば判 る卵である。 これをみな
同 じ卵 として扱 い、育てる者 はいない。大学 として人を選ぶには、どこに
どのよ うな適性 をもった人が必要なのか、採用はどうずればよいのか、一
目で判 らなければ うそである。図書館 においては近年、主題専門的知識を
もった人が枯渇 してい るとい う。その情報 を流すのは、図書館員 の仕事で
あり、その意を汲むのが大学の責任である。好 きこそ ものの上手な りとい
うが、まず初めに好きであることが専門家育成 の鍵である。い くら業務上
の必要があるとはいえ、不向きな図書館員に古書 ・漢籍 の研修 をお こなっ
た としても、限 りな く非効率に近い。 図書館はスペシャリス ト(主 題 専門
家)の 集ま・りではないが、スペシャリス トを要所要所に配置 しなければな
らない組織体であるといえる。 そ して配置 されれ ば、常識のない専門家 ・
研究者ではなく、きわめて世間常識のあるプ ロフェッシ ョナル、そ してエ
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キスパー トとして、図書館が組織的 に育成 してい くのが常道では なかろ
うか。
ゴーギ ャンの絵
今か らお よそ100年 前の1897年 、PaulGauguinは タヒチ島旅行の折 り
に、ある標題をモチーフとする絵 を後世に残 した。 「D'o血vennons-nous?
Quesomm(悉nous?OhaUons-nous?」である。英訳すればrWheredo
wecomefrom?Whatarewe?Wherearewegoing?」つま り、「我 らは
どこよ り来たのか。 我 らは何なのか。我 らは どこへ行 くのか。」である。
過去、現在、未来へのこの問いかけは、世紀末の今、重い響きを奏でてい
る。私はかって、本学の新入事務職員の図書館関係講師 としてその任を仰
せつかった ことがある。そのテーマは 「学術情報 と図書館」であった。そ
の時には じめて、ゴーギャンのモチー フを使 って図書館の過去 ・現在 ・未
来 を問 うた。それは このモチーフが図書館人をも含む、人間存在 の根本的
命題 にかかわ るよ うな気が したか らである。図書館 司書はかって、社会的
に軽ん じられていた。今は どうか といえば、学校図書館 の現場では司書教
諭 の設置義務が声高に叫ばれ ているが、状況は変わっていない。で、未来
は ど うか。大学図書館では司書に未来はあるのカ㌔ その時の私の座標軸 を
な していたのは、今に して思えば、図書館員に投げかけ られた3つ の宿題
の内のひ とつ、エキスパー トを意識 しての ことではなか ったか と思 う。
すなおな絵
図書館司書はかってどのよ うに扱われ 、今は どのよ うに生き、そ して将
来はプロとして どのような道が あるのか。 これ を論理的に説 明するには、
自分があま りに も無学であ るが ゆえに、きちん とした論文の形では書 く
ことはできない。た とえ人の意見を羅列できた としても、自分がみえて こ
なければ何の意味もない。学校の先生はよく、自分で見てきたよ うな嘘を
つ くと、その昔、中学校の地理の先生か らきいた記憶がある。私には嘘の
つ きようがない。だか ら見たこと、聞いたことな らば書き記す ことができ
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るかも しれない。それ が 「プロフェッシ ョナル、エキスパー トそ してスペ
シャ リス トの違いを明らかに して欲 しい。」 とい って、参考室に来て くれ
た先輩の恩 に報い る道であると思 う。書きすすむほどにあま りにも生々 し
く、痛 々しく、そ して誤解 を招 くので、書かないほ うが無難なのかもしれ
ない。だが しか し、プロフェッショナルそ してエキスパー トとして現場で
体 を張って生きてきた、そ して生 きてい こうとす る図書館 司書の実像 を、
いつの 日か書き残す ことが、司書職 とい うものを理解する手助 けにな るの
ではないか とも思える。その画像 をすなおに描けた らと思 う。
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